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　本研究の目的は、人が他者に共感するときに、どこまで相手の情動状態に合わせた共感ができるのかを調べることにある。
　哲学や心理学において、他者の置かれた状況に自己を投影(projection)することで他者の感情や心の状態を理解するという考え方がある(Smith, 1759; Krueger, 1998)。しかし、自分とは価値観や感受性が異なる相手に対して自己を投影することは、時として誤った判断や不適切な行動に繋がりかねない。例えば、脳死になった親族の臓器を提供することを拒むのは、もはや何も感じないはずの親族に自己投影してしまうためだろう。また、医師が麻酔を打った患者にメスを入れるときに、自己投影をしてしまっては動揺して手元が震えるかもしれない。育った文化が異なる友人など、自分とは感受性が異なる相手に対して、相手のニーズに合わせた適切な対処をするためには、ある程度自己投影を抑制する必要がある。
　映画の中で、寝ている主人公の足の上をタランチュラが這っていくシーンを見たとしよう。多くの人は反射的にゾクっとした感覚を覚えるに違いない。実験研究でもストレス状況に置かれた他者を知覚すると、人は身体的なストレス反応を示すと報告されている(Levenson & Ruef, 1992)。もし自分と感受性が近い相手であれば、このストレス反応は適切な他者理解に繋がると考えられるが、自分とは感受性が異なる相手、つまり、自分であればストレスを感じる状況でもストレスを感じないような相手に対して、同様にストレス反応を示すのであれば、それは不適切な自己投影であると言えよう。これまでの多くの研究は、感受性が近い相手、ないしは感受性が異なることが明示されていない相手に対する共感反応に着目しており、この問題にアプローチした研究は数少ない。本研究では、人が感受性の異なる他者に対して、不適切に自己を投影してしまうのか、或いは相手の情動状態に合わせた反応ができるのかを検討するために、以下の実験を行った。
　視覚刺激に対する感受性を持たない全盲の人物の映像を観る【blind条件】と、睛眼の人物の映像を観る【normal条件】を設けた。映像は人物が強い閃光を当てられる場面と高圧・高周波の音を聞かせられる場面に分かれて構成されており、それぞれの場面を観ている際の参加者の身体的ストレス反応（生理反応）を測定した。もし、映像の人物が置かれた状況に自己を投影するならば、blind条件の参加者も、normal条件の参加者も、自身の感受性に基づいて、映像の人物が光刺激を受ける場面で生理的喚起水準が高まると予測される。それに対し、もし相手の情動状態に合わせた反応ができるのであれば、blind条件の参加者は、映像の人物が光刺激を受ける場面では生理的喚起が生じず、音刺激を受ける場面でのみ生理的喚起が生じると予測される。
　実験の結果、normal条件では、光刺激を受ける場面でも音刺激を受ける場面でも同様に観察者の生理的喚起水準が高まったのに対し、blind条件では、音刺激を受ける場面では生理的喚起が生じたのに対し、光刺激を受ける場面では生理的喚起は殆ど生じなかった。　
　ただし、共感性尺度(Davis, 1983)との関連を検討したところ、他者を思いやる共感的配慮傾向(Empathic concern)の高い人は、映像の中の全盲者が光刺激を受けるときに、音刺激を受けるときと比べて生理的喚起が減衰していたのに対し、共感的配慮傾向の低い人は、映像の中の全盲者が光刺激を受けるときも音刺激を受けるときと同程度の生理反応を示していた。
　以上の結果から、人は相手と自分の感受性が異なることが明示されている場合、ある程度相手の感受性合わせた共感反応が可能であることが示された一方で、共感的配慮のような高次の共感性が低い人は、自己投影を適切に制御できていないことが示唆された。
　このことから、自動的に発動する「自分の感受性に合わせた」自己投影（ボトムアップ処理）を制御するようなトップダウン処理のシステムがあり、両者が相互作用することによって、精度には個人差があるものの、他者のニーズに合わせた共感反応が達成されていると考えられるかも知れない。
　ただし、本研究では、閃光や高圧音のように、顕著な痛みや苦しみを伴わない、比較的軽度のストレッサーを用い、感覚入力という基礎的な感受性が異なる他者に対する共感反応を測定した。一方、現実社会で自己投影による問題が生じる事象は、臓器提供のように刺激が強すぎるものだったり、価値観や考え方など、抽象度の高い感受性の違いに関するものだったりするだろう。今後、刺激が顕著な場合や複雑な感受性の違いがあるときに、どのような反応が生じるかを検討していく必要がある。しかしながら、常に自動的に自分の感受性に合わせた自己投影をするのではなく、ある程度相手に合わせた共感反応が可能であることを示した本研究の結果は、上述した社会問題を解くための重要な手がかりを提供し得るものであろう。
